
私たちが提唱している「防災ワクチン」の概念
を具体化した取組が、本年４月に文部科学大
臣表彰を受賞し、９月にはこの内容を取りまと
めた書籍が発刊されました。ちょうど地域防災
実践研究センターが設立されて５周年の今、
広く皆さまにこの取組を紹介いたします。

シンポジウム次第

防災ワクチン
シンポジウム

書籍「災害を自分ごとにする力」発刊、文部科学大臣表彰受賞、
長岡技術科学大学・地域防災実践研究センター設立５周年、記念行事

▶防災ワクチンは東京電力HDの登録商標です。

参加された方には書籍「災害を自分ごとにする力」を贈呈します

参加登録はこちら➡

● 主催 ： 長岡技術科学大学　地域防災実践研究センター
● 共催 ： 新潟県、中越防災安全推進機構、東京電力ホールディングス(株)
● 後援 ： 文部科学省、長岡市、関東経済産業局、日本防災士機構、(株)新潟放送、
 新潟日報社、三井住友海上火災保険(株)、
 （一社）地域創生プラットフォーム　SDGsにいがた

参加費無料
（要事前登録）

ホテルニューオータニ長岡
ＮＣホール

会 場

2026年

11月10日（火）14:00～17：10
日 時

13:00 受付開始

●新潟県における防災人材の育成について 坂上　美緒（新潟県防災局・防災企画課防災事業係・主任）

●体験教材「ブレーカーキット」 ヌル　アデリン　アブ　バカル（長岡技術科学大学・助教）

●停電体験「ブラックアウト大作戦」 藤田　裕（京都大学大学院・都市社会工学専攻）

●ワークショップ「一枚の写真WS」を体験して 吉澤　実（富山県防災士会・理事長）

1 ご挨拶 ●主催者挨拶　●来賓祝辞

2 基調講演 「防災ワクチンの意味と意図、そして意義」　上村　靖司 （長岡技術科学大学・教授）

3 事例紹介

4 パネル討論 防災ワクチンの概念を具体化して社会に広め、真の地域防災力の向上につなげるための道筋を、様々な立場の方々とともに議論します。

●パネリスト： 松﨑　茂 （日本防災士機構・理事長）
●パネリスト： 藤田　拓志 （新潟県産業労働部・創業・イノベーション推進課長）
●パネリスト： 宮本　匠 （大阪大学人間科学部・准教授）

●パネリスト： 西山　敦子 （三井住友海上火災保険(株)）
●コメンテータ： 吉澤　厚文 長岡技術科学大学・客員教授

東京電力ホールディングス(株)・フェロー

防災ワクチンとは災害を“自分ごと”に変え、
主体的に行動する力を育む防災の予防接種


